
国語ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．国語科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・国語科を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について（言語能力の向上に関

する特別チームにおける議論を踏まえて） 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた国語科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

・国語科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 ・特に高等学校における科目構成について 

 ・漢字指導の在り方について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき国語科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき国語科の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 



個別の知識や技能
（何を知っているか、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
教科等の本質に根ざした見方や考え方等
（知っていること・できることをどう使うか）

学びに向かう力、人間性等
情意、態度等に関わるもの
（どのように社会・世界と関わり
よりよい人生を送るか）

○言葉の働き、役割に関する理解

○言葉の特徴やきまりに関する理解と使い
分け
・言葉の位相、書き言葉（文字）、話し言葉、
敬語、方言
・語、語句、語彙
・文の成分、文の構成
・文章の構造（文と文の関係、段落、段落
と文章の関係）
・表現の工夫（修辞など）

など

○言葉の使い方に関する理解と使い分け
・話合いや話し方・発表、聞き方
・書き方
・読み方や音読・朗読

○書写に関する知識・技能

○伝統的な言語文化に関する理解

○文章の種類に関する理解

○情報活用に関する知識・技能

◆テクスト・情報を理解する力、文章や発話により表現する力
【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
・論理の吟味・構築（根拠、論拠、定義、前提等）
・信頼性、妥当性の吟味
・推論に基づく情報の精査・取捨選択
・既有知識による内容の補足、精緻化
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像
を言葉にする力
➢構成・表現形式を評価する力

【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
・相手との関係や目的、場面、文脈、状況等の理解
・相手の心の想像、意図や感情の読み取り
・自分の考えや思いの伝達
➢構成・表現形式を評価する力

◆考えを形成、深化する力（個人または集団として）
➢情報を編集・操作する力
➢新しい情報を、既に持っている知識や経験・感情に統合し
構造化する力
➢新しい問いを立てるなど、既に持っている考えの構造を
転換する力

・言葉のもつ曖昧性や、表現による受け取り
方の違いを認識した上で、言葉がもつ力を
信頼し、言葉によって困難を克服し、言葉を
通して社会や文化を創造しようとする態度

・言葉を通じて、自分のものの見方、考え方
を深めようとするとともに、考えを伝え合う
ことで、集団の考えを発展させようとする
態度

・様々な事象に触れたり体験したりして感じた
ことを言葉にするとともに、それらの言葉を
互いに交流させることを通じて、心を豊かに
しようとする態度（自分の感情をコントロー
ルしようとする態度）

・言葉を通じて積極的に人や社会と関わり、
自己を表現し、他者の心と共感するなど互
いの存在についての理解を深め、尊重しよ
うとする態度

・我が国の言語文化に関心をもち、言語文化
を享受し、生活や社会の中で活用し、継承・
発展させようとする態度

・自ら進んで読書をし、本の世界を想像したり
味わったりするとともに、読書を通して、知ら
ないことを知ったり、経験のないことを体験
したり、新しい考えに触れたりするなどして
人生を豊かにしようとする態度

国語科で育成すべき資質・能力（検討のたたき台）
平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料２



【小学校】

国語教育のイメージ（2月19日版）
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）【幼児教育】 （教育課程部会幼児教育部会において、本ワーキンググループでの議論を踏まえ、幼児期に育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議）

【中学校】

【高等学校】

①言葉がもつ力を信頼し、伝え合う喜びを味わうとともに、言語文化の担い手としての意識をもち、生涯にわたり国語を
尊重してその向上を図っている。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせ、他者との関係性の中で、言葉で効果的に表現したり的確に理解したりする
とともに、それを通じて、社会的な視点から、自分の思いや考えを統合的・創造的に形成し深めている。
③生涯にわたる社会生活や専門的な学習に必要な言葉の特徴やきまり、言葉の使い方などについて、総合的に理解し、

それらを効果的に使い分けることができる。

改善の
ための
PDCA
サイクル

改善の
ための
PDCA
サイクル

①言葉がもつ力を信頼し、伝え合う喜びを味わうとともに、言語文化に対する関心をもち、国語を尊重している。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせ、他者との関係性の中で、言葉で適切に表現したり正確に理解したりすると
ともに、それを通じて、自分の思いや考えを形成し深めている。
③社会生活に必要な言葉の特徴やきまり、漢字の読み書き、言葉の使い方などについて理解し、それらを適切に使い分け
ることができる。

①言葉がもつ力を信頼し、伝え合う喜びを味わうとともに、言葉に対する関心をもち、国語を尊重している。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせ、他者との関係性の中で、言葉で適切に表現したり正確に理解したりすると
ともに、それを通じて、自分の思いや考えを形成している。
③日常生活に必要な言葉の特徴やきまり、文字の読み書き、言葉の使い方などについて理解し、それらを使い分けること
ができる。

・友達同士で目的に必要な情報を伝え合ったり、活用したりする。
・相手の話の内容を注意して聞いて分かったり、自分の思いや考えなどを相手に分かるように話したりするなどして、言葉を通して教職員や友達と心を
通わせる。
・イメージや考えを言葉で表現しながら、遊びを通して文字の意味や役割を認識したり、記号としての文字を獲得する必要性を理解したりし、必要に応じ
て具体的な物と対応させて、文字を読んだり、書いたりする。
・絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わうことを通して、その言葉のもつ意味の面白さを感じたり、その想像の世界を友達
と共有し、言葉による表現を楽しんだりする。

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料４



個別の知識や技能
（何を知っているか、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
教科等の本質に根ざした見方や考え方等
（知っていること・できることをどう使うか）

学びに向かう力、人間性等
情意、態度等に関わるもの

(どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか)

○言葉の働き、役割に関する理解
＊言葉の働き、役割（例えば外国語と比較して）
＊言葉の働き、役割（主に効果的な使い分け）

など

○言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け
・言葉の位相、書き言葉、話し言葉、敬語、方言
＊平仮名、片仮名、ローマ字、学年別漢字配当表
＊日常生活で使われる敬語、方言と共通語の違い
＊学年別漢字配当表、大体の常用漢字
＊時間の経過による言葉の変化
＊常用漢字
・語、語句、語彙
＊主に具体的な事象を表す語句
＊主に抽象的な概念を表す語句
＊単語の類別と働き
＊社会性・専門性の高い語句、思考・思索の深化
につながる語句
＊類義語、対義語等の語彙の体系的理解
・文の成分、文の構成
＊主語・述語、修飾語・被修飾語の関係
＊基本的な文の構成
＊多様な文の構成、文の成分の順序や照応
・文章の構造（文と文の関係、段落、段落と文章の
関係）
＊指示語、基本的な接続語（順接、逆接など）
＊文章の基本的な構成や展開
＊接続語等を要しない文と文との関係
＊多様な文章の種類と典型的な構成や展開
＊文章の独創的な構成や展開
・表現の工夫（修辞など）
＊擬人法、比喩、反復など
＊書き出しや結びの工夫など
＊表現の技法の使い分け
＊文章の種類に応じた表現の仕方

◆テクスト・情報を理解する力、文章や発話により表現す
る力
【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
＊事実と意見の区別や情報と情報の関係性について、見出し
や文頭の語句、接続語などを手掛かりに考え、内容や大まか
な展開を捉える力
＊目的に応じ、順序やまとまりを考えて情報を整理し、自分の
思いや考えを適切な言葉で表現する力
＊情報の信頼性・妥当性、情報と情報の関係性等を根拠に基
づいて検討し、内容や展開を解釈したりする力
＊目的に応じ、伝達の効果を考えて情報を整理・構成し、自分
の思いや考えを適切な言葉で表現する力
＊テクスト（音声、文字、映像等を含む）の内容や展開、それら
に含意された意味を、論理や既有知識に基づいて、吟味、補
足、精緻化を行い、解釈する力
＊情報の質と量に関し、情報の信頼性・妥当性や論理性、目的
との整合性等を考察し、情報を整理・構造化して表現する力

➢構成・表現形式に対して評価する力（※）
＊構成・表現形式に対して、自分の考えをもつ力
＊構成・表現形式を根拠をもって評価し、自分の表現に生かす
力
＊他の構成・表現形式と比較しながら、その妥当性や効果を
評価する力、表現行為を行いながら、相手の反応や状況に
応じてより良いものに改善する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を
言葉にする力

＊体験的・感覚的に言葉を捉えて感じたり想像したりする力
＊自分の思いや感情をありのまま、言葉にする力
＊テクスト・情報に表された世界を、言葉の意味や文章の展開を
手掛かりに、感じたり想像したりする力

・言葉のもつ曖昧性や、表現による受け取り
方の違いを認識した上で、言葉がもつ力を
信頼し、言葉によって困難を克服し、言葉を
通して社会や文化を創造しようとする態度

・言葉を通じて、自分のものの見方、考え方
を深めようとするとともに、考えを伝え合う
ことで、集団の考えを発展させようとする
態度

・様々な事象に触れたり体験したりして感じ
たことを言葉にするとともに、それらの言
葉を互いに交流させることを通じて、心を
豊かにしようとする態度（自分の感情をコ
ントロールしようとする態度）

・言葉を通じて積極的に人や社会と関わり、
自己を表現し、他者の心と共感するなど互い
の存在についての理解を深め、尊重しようと
する態度

・我が国の言語文化に対する関心、及び、
言語文化を享受し、生活や社会の中で
活用し、継承・発展させようとする態度

・自ら進んで読書をし、本の世界を想像したり
味わったりするとともに、読書を通して、知ら
ないことを知ったり、経験のないことを体験
したり、新しい考えに触れたりするなどして
人生を豊かにしようとする態度

国語科で育成すべき資質・能力（各学校段階別）（検討のたたき台） ※文字色：小学校、中学校、高等学校
平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料５



＊多様な文体の効果と使い分け
＊小論文等の書き方 など

○言葉の使い方に関する理解と使い分け
・話合いや話し方・発表
（略）
・書き方
（略）
・読み方や音読・朗読
（略）

○書写に関する知識・技能
＊筆記具の持ち方、文字の形を整えて書く技能
＊文字の大きさや筆記具の特徴と選択
＊文字を正しく整えて速く書く技能
＊表現方法や伝達方法の効果と使い分け
＊様々な文章の目的に応じた文字の書体や配置
＊実用的な文章の目的に応じた、効果的な文字の
書体や配置 など

○伝統的な言語文化に関する理解
＊文語調の文章の特徴
＊昔の人のものの見方や感じ方
＊短歌や俳句、ことわざ、慣用句、故事成語
＊代表的な古典作品の種類や特徴
＊現代につながる古典や芸能の特質や意義
＊現代につながる言語文化の特質や意義
＊代表的な古典作品とその歴史的背景
＊文語のきまり、訓読のきまり など

○文章の種類に関する理解
（略）

○情報活用に関する知識・技能
＊索引の利用、目次や奥付の見方
＊学校図書館の意義、役割
＊学校図書館やWebサイト等における情報検索の
仕方
＊様々なメディアの特性と使い分け
＊学校図書館やWebサイト等により収集した情報の
真偽や適否の確認、編集の仕方 など

＊自分の思いや感情を多様な表現の中から言葉を選び、思い
や感情を明確にしたり深めたりする力
＊テクストに含意された世界を、言葉の意味や感覚を手掛かり
に、根拠をもって感じたり想像したりする力
＊自分の思いや感情を適切に言語化することで、思いや感情
を明確にしたり、深めたり、望ましい方向にコントロールしたり
する力

➢構成・表現形式に対して評価する力
（※と同じ）

【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
＊自分の体験や感情を元に相手の心を想像する力
＊相手との関係性を理解し、相手の意図や内面を想像・推察
する力
＊社会的な文脈において、相手との関係性を把握し、相手の
意図や内面を想像・推察する力

➢構成・表現形式に対して評価する力
（※と同じ）

◆考えを形成、深化する力（個人または集団として）
➢情報を編集・操作する力
＊対面する相手や具体的な目的に応じて、情報を選択する力
＊相手や目的に応じて、話題、題材などを設定し、情報を編集・
操作する力
＊相手や目的に応じて、話題、題材、問題意識などを設定し、
情報を編集・操作する力

➢新しい情報を、既に持っている知識や経験・感情に統合
し、構造化する力

＊他者の思い・考えや新たな情報を、自分の思い・考えや既知
の情報に照らして取り入れる力
＊社会生活における様々な情報を、既有の知識や経験・感情
に基づいて解釈し、整理・構成する力

＊社会的文化的な背景を有する未知のテクストを、既有の知識

や経験・感情に体系的に統合し、構造化する力

➢新しい問いを立てるなど、既に持っている
考えの構造を転換する力

＊考えたこと、分かったことを元に、更に確かめ
たいこと、調べたいことを意識化する力

＊考えたこと、分かったことを元に、新しい問いを
立てたり、新たな発想や主張を形成したりする
力

＊既成の概念と異なる新しい問いを立てたり、
他者と異なる発想や主張を独自の論理や
表現によって確立したりする力
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内容の検討、考えの整理 構成・表現形式の検討

テーマ
の設定

国語科における学習活動の要素（イメージ案）
平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料３

他者の聞
くことへ
の評価、
他者から
の評価

進行の計画

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

内容の整理
（必要に応じた質問）

構造と内容の把握

記録、記録の整理

話題
選択

関連する情報の収集
＊読むこと、聞くことで
育成した力を活用

※必ずしも一方通行、順序性のある流れではない。

○言葉の働き、役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○伝統的な言語文化に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

話すこと、聞くことの往還

表現
（工夫、即応）

他者の話すこと
への評価、

他者からの評価

【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

考えの形成

考えの形成、深化

➢情報を編集・操作する力
➢新しい情報を、既に持って
いる知識や経験・感情に
統合し構造化する力

➢新しい問いを立てるなど、
既に持っている考えの構造
を転換する力



記述書
く
こ
と

推敲

学
習
目
的
の
理
解
（
見
通
し
）

読
む
こ
と

テーマ
の設定

考えの形成

自
分
の
学
習
に
対
す
る
考
察
（
振
り
返
り
）

次
の
学
習
活
動
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
）
へ
の
活
用

※必ずしも一方通行、順序性のある流れではない。

選書
（本以外も含む）

精査と解釈構造と内容の把握

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

他者の読
むことへ
の評価、
他者から
の評価

他者の書くこと
への評価、

他者からの評価
内容の検討、考えの整理 構成・表現形式の検討

考えの形成、深化

○言葉の働き、役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○書写に関する知識・技能
○伝統的な言語文化に関する理解
○文章の種類に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

➢情報を編集・操作する力
➢新しい情報を、既に持って
いる知識や経験・感情に
統合し構造化する力

➢新しい問いを立てるなど、
既に持っている考えの構造
を転換する力



現行の高等学校国語科における課題と対応（案）

課題１：教科書教材等への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講義調
の伝達型授業が行われる傾向（P４）
→各科目において、アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善を図る

課題２：話合いや論述など「話すこと・聞くこと」「書くこと」における学習が低調（P４）
→共通必履修科目及び選択科目において、話合いや論述などの活動による「話すこと・聞くこと」
「書くこと」に関わる能力の育成を図る

課題３：高校生の思考力・判断力・表現力の一部に課題（P５）
→各科目において、資質・能力の三つの柱のうち、特に思考力・判断力・表現力等の育成を重視
・テクスト・情報を理解する力、文章や発話により表現する力（創造的・論理的思考の側面、
感性・情緒の側面、他者とのコミュニケーションの側面）

・考えを形成する力

課題４：メディアリテラシーや課題探究に関する言語活動等があまり行われていない（P５）
→共通必履修科目及び選択科目において、メディアリテラシーや課題探究に関する言語活動等
による情報活用能力の育成を図る

課題５：進学希望者の多い普通科では、Ａ科目の開設率が低く、言語文化に関する学習が不十分である
可能性がある(P６)

課題６：古典に対する興味・関心とともに、必要性を感じさせる指導にも課題（P７）
課題７：学習意欲を高めるために、「文法」「古語の意味」等に関する指導の改善の必要性（P７）

→共通必履修科目及び選択科目において、言語文化を理解し、社会や自分との関わりの中で生かす
学習を重視する

→選択科目において、我が国の伝統的な言語文化への理解・関心を深める

課題８：小・中学生に比して、高校生の読書活動は、ここ１０年ほど改善がみられない（P８）
→各科目において、読書活動の充実を図る 11

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料６（抜粋）



高等学校国語科の現行の課題と改訂の方向性（たたき台）

12

【文学国語（仮称）】
小説、随筆、詩歌、脚本等に
描かれた人物の心情や情景
等を読み味わい、表現の仕
方等を評価するとともに、そ
れらを創作する能力を育成
する科目
→特に、課題３（主として、感

性・情緒の側面、考えの形
成）に対応

【古典探究（仮称）】
古典としての古文・漢文を
課題意識をもって読み深め
ることを通して、我が国の伝
統的な言語文化への理解・
関心を深める科目
→特に、課題３、４、５、６、７

に対応

【論理国語（仮称）】
多様な文章等を、多角的な
視点から理解し、自分の考
えを論理的に形成して表現
する能力を育成する科目
→特に、課題３（主として、

創造的・論理的思考力の
側面、考えの形成）に対応

※課題の番号は、前頁に記載のある課題番号

選
択
科
目
（
案
）

課題１ ・・・各科目において、アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善を図る
課題８ ・・・各科目において、読書活動の充実を図る

【国語表現（仮称）】
自分の思いや考えをまとめて、
適切かつ効果的に表現し、他者
に伝える能力を育成する科目
・表現に関わる能力や、情報

活用能力の育成を重視
→特に、課題２、３（主として、

他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの側面、
考えの形成）、４に対応

共
通
必
履
修
科
目
（
案
）

【言語文化（仮称）】
我が国の言語文化への理解・関心を深める科目
・古典や近代以降の文章を読むことを通して我が国の言語文化

を理解し、社会や自分との関わりの中で生かす学習を重視
（「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」
を中心とする指導）

→課題３、５、６、７に対応

【現代の国語（仮称）】
実社会・実生活に生きて働く国語の能力を高める科目
・収集した情報を解釈し、根拠に基づいて論述したり議論し

たりする活動を通して、思考力・判断力・表現力等を育成
する学習を重視 （「読むこと」にとどまらず、それを基に
「書くこと」や「話すこと・聞くこと」に展開する指導を重視）
→特に、課題２、３に対応

・情報活用能力の育成を重視
→特に、課題４に対応
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外国語ワーキンググループにおける検討事項について 

 

中教審・教育課程企画特別部会「論点整理」(平成 27 年８月 26 日)、「英語教育の在り方に

関する有識者会議」(平成 26 年９月 26 日)等を踏まえて、主に次のような事項について検討い

ただく。 

 

１．小・中・高等学校を通じて育成すべき外国語教育における資質・能力について 

 

 ①育成すべき資質・能力の可視化 

  ⅰ)何を知っているか、何ができるか(個別の知識・技能) 

  ⅱ)知っていること・できることをどう使うか(思考力・判断力・表現力) 

  ⅲ)どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか(学びに向かう力、人間性等) 

 ②小・中・高等学校を通じて①児童生徒の学びを円滑に接続させるため、小・中・高等学校を

通した一貫した目標・内容、学習過程の在り方について、発達段階に応じてどのように充

実を図るか 

 ③外国語教育として、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視点も踏まえ、

どのように充実を図るか 

 

 

２．外国語教育の改善について 

 

     言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配

慮しながら、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るととも

に、身近な話題から幅広い話題についての理解や表現、情報・意見交換等ができるコミ

ュニケーション能力を養うため、目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価

等の在り方について、主に次のような事項について検討。 

    

○ 小学校・中学校・高等学校を通じて一貫した教育目標(指標形式の目標を含む)・指導内

容、学習過程等の在り方 

・学校が設定する目標等との整理 

・指導する語彙数、文法事項 

・ＣＥＦＲとの関係整理   等 

 

○ 言語能力を向上させるための国語教育と外国語教育との連携 

・目標・指導内容等全体に関して 

・言語の仕組み(音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等) 

・言語活動等 

    ＊言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項を参照 
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○ 小学校の活動型、教科型 

・論点整理で示された指摘（目標・内容とともに、短時間学習の活用など）  

 

○ 小中連携 

    ・小学校高学年から中学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 中学校、高等学校の改善の方向性 

・中学校：・互いの考えや気持ちを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業 

・授業は英語で行うことを基本とする 

・高等学校：科目の見直し(４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、

討論・議論、交渉」などの統合型言語活動が中心)の科目の在り方) 

 

○ 中・高連携 

 ・中学校から高等学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 高等学校の科目等の見直し 

・４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、討論・議論、交渉」などの 

統合型言語活動が中心)の科目の在り方（再掲） 

・専門教科「英語」の在り方 

 

○ 小・中・高等学校の学習評価の在り方 

   ・評価の三つの観点 

・各学校が設定する学習到達目標（ＣＡＮ－ＤＯ形式）との関係 

・多様な評価方法 

（パフォーマンス評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評価等） 等 

・小学校高学年の教科としての評価 

○ 英語以外の外国語の扱い 

 

３．学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について 

 

 ① 外国語教育を充実するための「カリキュラム・マネジメント」の確立 

 ② 教員の英語力・指導力の向上や外国語指導助手等の外部人材の活用などの条件整備 

   ・中教審・教員養成部会等の議論 

   ・教員養成・研修 

・教科書・教材  等  

 



個別の知識や技能
（何を知っているか、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等

教科等の本質に根ざした見方や考え方等

(知っていること・できることをどう使うか)

学びに向かう力、人間性等
情意、態度等に関わるもの

（どのように社会・世界と関わり
よりよい人生を送るか）

外国語活動
小学校

外国語を用いてコミュニケーションを図
る楽しさを体験すること
外国語を聞いたり、話したりすること
外国語への慣れ親しみ

簡単な語句や表現を使って、自分のことや身
の回りのことについて、友達に質問したり質
問に答えたりするコミュニケーション能力

外国語を用いてコミュニケーション
を図ることの楽しさや言語を用いて
コミュニケーションを図る大切さを
知り、相手意識を持って外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうと
する態度

言語や文化に対する関心
など

外国語
小学校

聞くことに関する知識・技能
話すことに関する知識・技能
外国語を読んだり、書いたりすること
言葉の仕組みへの気付き（音、単語、語
順など）

馴染みのある定型表現を使って、自分の好き
なものや、一日の生活などについて、友達に
質問したり質問に答えたりするコミュニケー
ション能力

外国語
中学校

聞くことに関する知識・技能
話すことに関する知識・技能
読むことに関する知識・技能
書くことに関する知識・技能
言語の働き、役割について理解 など

○具体的で身近な話題について、学校、地
域、他教科等での学習内容等と関連付け
ながら、互いの考えや気持ちなどを外国
語で適切に伝え合う能力

○聞いたり読んだりしたことを活用して話
したり書いたりして発信するコミュニケー
ション能力

他者を尊重し、聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら、外国
語でコミュニケーションを図ろうと
する態度
言語や文化に対する関心 など

外国語
高等学校

聞くことに関する知識・技能

話すことに関する知識・技能

読むことに関する知識・技能

書くことに関する知識・技能

言語の働き、役割について理解 など

○日常的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考えなど

を外国語で的確に理解したり適切に伝え

合ったりするコミュニケーション能力
○聞いたり読んだりしたことを活用して話
したり書いたりして発信するコミュニケー
ション能力

他者を尊重し、聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら、外国
語でコミュニケーションを図ろうと
する態度

言語や文化に対する関心

など

資質・能力の三つの柱に沿った、 平成28年1月12日現在

小・中・高を通じて外国語教育において育成すべき資質・能力の整理（たたき台）



目的に応じた
コミュニケー
ションのプロ
セス

目的の設定・理解
目的に応じた

発信までの方向性の決定・言
語活動等の見通し

目的達成のための言語活動
（技能統合型）

言語・内容の両
面におけるまと
めと振り返り

他者への働きかけ、他者との協働
外部との相互作用

次のコミュニケー
ションにおける
目的の設定・
活動へ

検 討 中

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
働
く
思
考･

判
断･

表
現
等
の
う
ち
、
特
に
重
視
す
べ
き
も
の
の
例

目的の
理解

表
現

判
断

思
考

意
見
や
考
え
の
形
成

「聞くこと」及び「読むこと」を活用した「話すこと」及び「書くこと」による
言語活動（図表等による表現も含む）

意見や考え
の吟味と再
構築

多様な見方や
考え方に基づ
いた次の思考
プロセスへ

目的に関する
論点・解決策
の整理

流暢さと正確さ
のバランス

情報間の
関係性を構成

目的の明確化
と必要な情報
の把握

目的達成に
必要な情報の

選択

様々な見方や考え方
の共通点・相違点等
の評価・選択・決定

課題について得
られた知識や情
報を整理・統合

目的に応じ
た情報の抽

出

関連する
知識や
情報の
検索

知識や情報を活用
して自分の意見や
考えを形成・整理

目的に応じて
伝え合うことを通じた
表現の深化・多様化

自分の考えや主張を適切な語彙・表現・
文法を用いて効果的に伝えることの

意思決定

インタラク
ションによる

表現

語
彙
・
表
現
・
文
法
等

技能統合型の活動を通じた英語による思考力・判断力・表現力を育成
※2技能以上を効果的に組み合わせて統合的に活用（例）（聞いたり読んだりして得た情報について、その概要や要点を的確に把握し、自分の意
見や考えなどとの共通点や相違点などを示しながら論理的・批判的に話したり書いたりして表現する力、与えられた話題について、限られた時間
の中で自分の意見を説得力を持って表現する力、相手からの問いかけに応じて自身の経験や考えを適切に述べる力） など

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

話
す
こ
と

書
く
こ
と

複
数
の
技
能
を
統
合
し
た
活
動

平成28年1月12日現在資質・能力を育成する学び
のプロセスの要素イメージ

※必ずしも一方通行の流れではない



                                                              

 
 

高等学校地歴・公民科科目の在り方に関する特別チームにおける検討事項 
 
 
１．高等学校の地理歴史科、公民科に置く新科目の内容の検討について 
 
（１）「歴史総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 歴史の転換等を捉えた学習の在り方 
   ・歴史の転換期の軸 
   ・学習対象となる時代 
  ③ 日本と世界の動きの関連付け 
 
（２）「地理総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 地理教育に求められる今日的要請への対応 
 
（３）「公共（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
   ・様々な課題を捉え、考察するための基準となる概念や理論 
  ② 公民教育に求められる今日的課題への対応 
 
 
２．高等学校地理歴史科、公民科に置く科目間の関係の整理（高等学校における各科目

の標準単位数を含む）について 
 
（１）「歴史総合」と「地理総合」の地理歴史科としてのまとまり 
（２）新設する科目（「歴史総合」「地理総合」「公共」）について、高校生として共

通に求められる資質・能力を確実に育む共通必履修科目の設計と生徒の興味・関心
や進路に応じた選択科目の設計（高大接続の観点を含む） 

 
３．小・中学校社会科等と高等学校地理歴史科、公民科との内容の系統性について 
 
（１）小学校社会科・中学校社会科の各分野（地理的分野、歴史的分野、公民的分野）

と高等学校の関係教科・科目の内容の系統性 
 
４．その他 
 
（１）適切な指導がなされるための要件（周知・広報、研修等） 



「歴史総合（仮称）」の方向性・特色・構成イメージ（たたき台案）

育成すべき
資質・能力

「歴史総合（仮称）」では次の資質・能力を養う。

○歴史を考察する手立て（視点や方法）を用いて、現代の諸課題の歴史的背景を
追究する力

○諸資料を適切に活用する技能
○国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質

歴史を考察
する手立て
（視点や方
法）（例）

近代化

大衆化

グローバル化

経済活動と生活 ・・・・・

構成イメージ

工業化と
政治変動

市場経済
の発展と
経済格差

科学技術と
消費社会

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・比較 （類似と差異）
・因果 （原因と結果）
・相互作用（関係性やつながり）

○多面的・多角的に吟味する
○資料に基づいて解釈する

を用いて

・・・・・ ・・・・・

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ５ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料７



基軸となる問いに着目した「歴史総合（仮称）」の構成イメージ（たたき台案）

・現代の社会にみられる諸課題のおこりや推移に関わる事柄について
・近現代の歴史の大きな転換（「～化」）に関わる事柄を中心に
・自国のこととグローバルなことが影響し合ったりつながったりする歴史の諸相に着目して
・「基軸となる問い」やそれに基づく「具体的な問い」の設定と追究を通して

士

 現代の諸課題 経済に関する諸課題 政治に関する諸課題 国際社会に関する諸課題 ……

近代化

問
い
の
例

基
軸
と
な
る

欧米や日本における急速
な工業化は，世界の情勢
にどのような影響を及ぼし
たか？

政治上の革命は，経済や
社会のどのような変化と
関係しているか？

欧米諸国や日本が海外
に向かった理由は，以前
とどのように違っていた
か？

問
い
の
例

具
体
的
な

Ｑ　……

Ｑ　……

大衆化

問
い
の
例

基
軸
と
な
る

問
い
の
例

具
体
的
な

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化

問
い
の
例

基
軸
と
な
る

問
い
の
例

具
体
的
な

＊学習課題によって，取り上げる時期や地域を広げて設定するなどの工夫が考えられる。

深い 浅い

人々の権利をめぐる社会
運動は，社会にどのよう
な影響を与えたか？

社会・文化に関する諸課題

諸資料を適切に活用しながら，歴史を
考察する手立てを用いて追究し，「歴史
の学び方」を身に付ける。

・歴史の転換において「基軸となる問い」同士の関係性があることや焦点となる問いがあることに留意して

          歴史の転換への関わりの深さ

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ６ 日

教 育 課 程 部 会

高等学校の地歴・公民科科目の

在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

資料6



◎「歴史総合(仮称)」で習得し
た「歴史の学び方」を活用する

○ 現代の諸課題の背景にある歴史を、グローバル化につながる近現代における歴史の転換に着
目して追究するとともに、日本及び世界の歴史の考察に関わる概念を理解する。

◎ 単元の基軸となる本質的で大きな問いを設け、諸資料を適切に活用しながら、歴史を考察する
手立てを用いて追究し、「歴史の学び方」を身に付ける。

高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）

(1) 原始・古代

(2) 中世

(3) 近世

(4) 近代

(5) 両大戦期

(6) 現代

現行科目
「日本史Ｂ」

表
現

問
い

考察 話合い

資料の活用

(2)形成

(3)交流と再編

(4)結合と変容

(5)地球世界の

到来

(1)扉

現行科目
「世界史Ｂ」

現行の科目の学習内容を一層構造化して，「歴
史総合（仮称）」で培った歴史の学び方を活用す
る。

新選択科目
「世界史(案)」

新必履修科目「歴史総合(仮称)」

○諸地域世界の歴史
の大きな枠組みと展
開を広く深く考察する。

○我が国の歴史の展開
を広く深く考察する。

新選択科目
「日本史(案)」

※ 歴史用語の在り方について、研究者と教員との対話を通じて、歴史を考察する手立てに着目するなどして構造化を図る。

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ６ 日
教 育 課 程 部 会
高等学校の地歴・公民科科目の
在り方に関する特別チーム

資料７



(1)現代世界の特色と
諸課題の地理的考察

(2)生活圏の諸課題の
地理的考察

(1)現代世界の特色と
諸課題の地理的考察

(2)生活圏の諸課題の
地理的考察

ア 地球儀や地図からとらえる
現代世界

イ 世界の生活・文化の多様性
ウ 地球的課題の地理的考察

ア 日常生活と結び付いた地図
イ 自然環境と防災
ウ 生活圏の地理的な諸課題と
地域調査

地理A

高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性（たたき台案）

0

○地理的な技能
「実践的な社会的スキル

としての GIS活用」
○地理的知識と地理的理解

「地球規模（グローバル）の
自然システム，
社会・経済システム

の知識と理解」

資質・能力現行地理A科目 新必履修科目(案)

⇒以降の地理学習等の基盤となるよう，地理を学ぶ意義
を確認するとともに，地図や地理情報システム（ＧＩＳ）な
どに関わる汎用的な地理的技能を身に付ける。

⇒自然と社会・経済システムの調和を図った，世界の多様
性のある生活・文化について理解する。

⇒地球規模の諸課題とその解決に向けた国際協力の在り
方について考察する。

⇒日本国内や地域の自然環境と自然災害との関わりや，
そこでの防災対策について考察する。

⇒生活圏の課題を，観察や調査・見学等を取り入れた授
業を通じて捉え，持続可能な社会づくりのための改善，
解決策を探究する。

ア 多様な生活・文化と国際理解

イ 地球的な諸課題と国際協力

持続可能な社会づくり
に求められる地理科目

⑶ 防災と持続可能な社会の構築

ア 自然環境と災害対応

イ 生活圏の調査と持続可能な社会づくり

ＧＩＳ

グローバル化

防災

ＥＳＤ

「地理総合」(仮称)

○地理的な見方や考え方
「空間概念を捉える力」

○態度
「地域，国家的及び国際的な

課題解決を模索する
献身的努力」

＜参考＞
・中学校地理的分野において充実した地誌学習により獲得した知識等を活用し，国内外の諸課題等を主題的に扱う。
・本科目履修後の地理歴史科の科目や他教科において活用できる，GISをはじめとする地理的な技能や，世界のグロー
バル化，持続可能な社会づくりといった考え方を身に付けさせる。

（「ルツェルン宣言における
『持続可能な開発を実行
する地理的能力』による」）

⑵国際理解と国際協力

⑴ 地図と地理情報システムの活用

平成２７年１２月２１日
教育課程部会高等学校
の地歴・公民科科目の在
り方に関する特別チーム

資料４



「地理総合（仮称）」において重視する思考力等と授業イメージ（たたき台案）

項目構成（案） と授業展開のイメージ問い

出生率の高い地域が必ずしも人口増加率が高いわけではないことを，
ＧＩＳを用いて階級区分図の重ね合せを行い，その地域的な要因を考察
する。 〔他に，統計資料の分析，主題図の作成などの主題を設定〕

㋐ なぜ出生率と，人口増加率は一致しないのだろう

アンデス高地の地形や気候等の自然環境の特徴から，湖上で生活す
る理由を見出し，生活の多様性とその必然性について考察させ，異文
化理解を図る。 〔他に，衣・食や宗教などの主題〕

㋑ どうしてアンデスでは，湖上で生活する人々がいるのだろう

食料難に悩むウガンダに対して，どのような手段で食料増産を促すた
めの支援が可能なのか。支援で直面した課題とその要因を探り，国際
協力の在り方について考察する。〔他に，地球温暖化対策などの主題〕

㋒ なぜウガンダでは，生産性で劣る陸稲が生産されているのだろう

複数のハザードマップから地域の自然環境の特徴を読み取り，その情
報を比較，関連付けて，各地域で想定される災害を考え，地域ならでは
の対応策を考察する。〔他に，災害復旧・復興，都市計画などの主題〕

㋓ ハザードマップを読んで，私たちの町の防災について考えよう

中心業務地区の衰退等を背景に，今後どのようなまちづくりを行うべき
か，地域調査により収集した諸資料を分析し，分析結果を踏まえた生
活圏の在るべき姿を構想する。 〔他に，環境対策などの主題〕

㋔ フードデザート解消のため，どのようなまちづくりを目指すべきか

重視する思考力，判断力，表現力等

○地図上に表された事象と実際のできごとを関
連付けて考察する力
○考察したことを，目的に応じて地図等にまとめ，
効果的に説明する力

○自然環境等に対応した世界の多様な生活・
文化の意味や意義を理解し，自他の文化を
尊重しつつ考察する力
○考察したことを，資料を踏まえて説明する力

○地球規模で見られる諸課題（環境，資源・ｴﾈ
ﾙｷﾞｰ，人口，食料，住居・都市，民族・領土
等）について多面的・多角的に考察する力
○考察したことを，根拠を明確にして議論する力

○国内各地の自然環境とそこで現れる災害の
傾向性を関連付けて課題を把握し，多面的・
多角的に考察する力
○考察したことを，資料にまとめて説明する力

○生活圏に見られる課題について，その背景や
要因等の分析に基づき，様々な解決策を吟味
し，構想する力

○構想したことを，実現可能性を指標に議論する力

（⇒詳細は，別紙資料参照）

ア生活・文化の多様性
と国際理解

イ地球的な諸課題と
国際協力

⑶ 防災と持続可能な
社会の構築

ア自然環境と災害対応

イ生活圏の調査と
持続可能な社会づくり

「地理総合」(仮称)

⑵ 国際理解と国際協力

⑴ 地図と地理情報
システムの活用

＜補足；「学習の系統性，段階性」＞
・(1)の学習によって培った地理的な技能を，後の(2)，(3)の学習や他教科・科目等の学習において実践的に活用する。
・(2)と(3)のそれぞれ「ア」で把握，考察したことを基に，「イ」で議論，構想（展望）する。
・(2)で学んだ各地の諸課題への対応策を，(3)の生活圏の諸課題解決の構想に生かす。(Think Globally, Act Locally)

問
い
を
重
視
し
た
授
業
展
開

「
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
」
を
用
い
た
授
業
設
計

平成２ ８年１月２５日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ

資料８－１



高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）

「地理総合（仮称）」は，主題を基に課題解決的な学習により，社会で生きて働く地理的実践力の育成の場として，
「新選択科目」は，地理総合で習得した地理的な技能，見方や考え方を基に，世界の諸事象の規則性や傾向性など
を系統的に，世界の諸地域の構造や変容などを地誌的に考察した上で，現代日本に求められる国土像の在り方につ
いて展望することにより，高等教育での学びにも繋がる本格的な地理的探究の場として構成する。

(1)様々な地図と
地理的技能

(2)現代世界の
系統地理的考察

(3)現代世界の
地誌的考察

ア 地理情報と地図
イ 地図の活用と地域調査

ア 自然環境
イ 資源，産業
ウ 人口，都市・村落
エ 生活文化，民族・宗教

ア 現代世界の地域区分
イ 現代世界の諸地域

ウ 現代世界と日本

移行

拡充

地理B

現行地理B科目

⇒現代世界における日本の国土の特色について多面的・多角的に考察し，我が国
が抱える地理的な諸課題を探究する活動を通して，その解決の方向性や将来の
国土の在り方などについて展望する。

新選択科目(案)

⑶ 現代日本に求められる国土像

⇒地域の概念，地域区分の意義を考察し，実際に地域を区分する。

⇒地誌的に地域の構造や変容などを考察する。
⇒地域ならではの諸課題と地球的課題の関連性を追究する。

⑵ 現代世界の地誌的考察

⇒系統地理的に事象の規則性や傾向性などを考察する。
⇒それぞれに環境問題，食料問題などの関連諸課題を追究する。

⑴現代世界の系統地理的考察 事象 からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

地域 からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

新必履修科目
「地理総合」(仮称)

⑴地図と地理情報システムの活用

⑵国際理解と国際協力

⑶防災と持続可能な社会の構築

ア自然環境 イ資源，産業 ウ人口，都市・村落
エ生活文化，民族・宗教 等

ア 現代世界の地域区分

イ 現代世界の諸地域

総合的な地理的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

新必履修科目で身に付
けた学習の成果を活用
し，探究を深める科目

既得の 地理的な技能，
世界のグローバル化や
持続可能な社会づくり
といった考え方など

を踏まえて

既得の 地理的な技能，
世界のグローバル化や
持続可能な社会づくり
といった考え方など

を踏まえて

資質・能力

○世界の空間的な諸事

象の規則性，傾向性

や，世界の諸地域の

構造や変容について

の理解 など

○世界や日本の望まれ

る国土像や地域像の

構築のため，進んで

参加し貢献しようとす

る態度 など

○世界の諸事象を系統

地理的に考察する力

や，世界の諸地域を

地誌的に考察する力

など

構
成
原
理

平成２８年２月１６日
教育課程部会高等学校の地歴・公民科科目の
在り方に関する特別チーム 資料８



「公共（仮称）」の方向性として考えられる構成①（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

⇒今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえ、
・様々な立場や文化等を背景にして社会が成立していること
・①「自分らしい生き方」を問い、自らの体験や悩みを振り返ることを通して自らを成長させること、
②人間は社会的な存在であることを認識し、対話を通じてお互いを高め合うこと、

両者によってよりよい集団・社会を作り出していくこと（勤労観・職業観の育成を含む） について学んではどうか。

⇒社会に参画し、他者と協働する倫理的主体として個人が判断するための手掛かりとなる、
①「行為の結果における効用として、個人の幸福とともに、社会全体の幸福を重視する考え方」、
②「（行為の結果よりも、）行為の動機となる人間的責務としての公正などを重視する考え方」、
について理解させる。その際、
・人が追求するものは経済的価値に限られるものではなく、多義的であること
・両者ともに活用し、自分も他者もともに納得できる解を見出そうと考えていくことが重要であること
・行為の結果における効用について、多面的・多角的に考えていくことが重要であること
・行為の動機について、個々の動機に留まらず、それらを継続的に考えていくことにより、人間としての在り方生き方について考えていく

ことが重要であること

などを取り上げてはどうか。

（指導のねらいを明確にした上で、囚人のジレンマ、共有地の悲劇、最後通牒ゲーム等の思考実験や、環境保護、生命倫理等について概
念的に考える学習活動を取り入れてはどうか。その際、(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」で取り扱う課題と連動した課題を
取り上げてはどうか。）

(1) 「公共」の扉

ア 公共的な空間に生きる私たち

イ 公共的な空間における人間としての在り方生き方

倫理的主体となること

＜参考＞
・学校における道徳教育は、…人間としての在り方生き方に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行うことにより、その充実を図るものとし、各教科の属する科目、
総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、適切な指導を行わなければならない。（「高等学校学習指導要領総則第1款 教育課程編成の一般方針」）

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ６ 日
教 育 課 程 部 会
高等学校の地歴・公民科科目の
在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

資料９



公民科目新設の方向性として考えられる構成②（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

(2)自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

＜留意点＞(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」において課題を探究する学習を行うことに留意し、主体相互の有機的な関連を図るとともに、取り扱う題材の精選に努めることが求められる。

⇒・小・中学校社会で習得した法や政治、経済等に関する知識等を基盤に、社会的事象の見方や考え方を働かせながら、(1)「「公共」の扉」で身に付けた選択・判断の

手掛かりとなる考え方等を活用して現実の社会的事象について考察、追究する。

・社会を構成する主体となるために、協働の必要な理由、協働を可能とする条件、協働を阻害する要因などについて考察を深める。その際、自立した主体として生き

るために必要な知識を身に付ける。

⇒協働により目指すべきもの（個人の尊重を前提に、協働関係の共時性と通時性に関する比較衡量などを通して、人間の尊厳と平等、社会の安定性をともに成り立たせること）

イ 政治的主体となる私たち ウ 経済的主体となる私たち
エ 様々な情報を発信・受信す

る知的主体となる私たち

⇒協働により目指すべきもの（議論により、意見や
信念、利害の対立状況を調整し、合意形成すること
を通して、よりよい社会を築くこと）

⇒協働により目指すべきもの（公正なルールを
作ってその下で経済活動を行うことを通して、個人
の尊重とより活発な経済活動をともに成り立たせ
ること。またその補完を政府等が担っていること）

⇒協働により目指すべきもの（情報に関する責任や、
利便性と安全性を多面的・多角的に考えていくことを
通して、望ましい情報社会を築くこと）

ア 法的主体となる私たち

<題材の例> 立憲主義、民主主義、自由・権利と責任・義務、相互承認、市場、公正な手続き、参加、男女共同参画・・・

財政と税、社会保障、市場経済の機能と限界、
雇用、労働問題（労働関係法制を含む）・・・

<考えられる学習活動の例> 討論、ディベート、模擬選挙、模擬投票、新聞を題材にした学習、体験活動、インターンシップの準備と振り返り・・・

<考えられる学習活動の例> 討論、ディベート、模擬裁判、外部の専門家の講演、新聞を題材にした学習、体験活動・・・

職業選択、個人と企業の経済活動に
おける役割と責任、経済のグローバ
ル化と相互依存関係の深まり・・・

金融の働き、契約、消費者の
権利や責任・・・

情報モラル・・・

の中核機能
キャリア教育
の中核機能

※ 様々な主体となる個人を支える家庭や地域等にあるコミュニティ

⇒世代間協力・交流、自助・共助・公助等による社会的基盤の強化

家族・家庭、消費者等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を育む家庭科、情報リテラシーを扱う情報科、個人の安全指導を行う保健体育科と連携

(1) 「公共」の扉

別紙

<題材の例> 政治参加、世

論の形成、国際貢献、国際平
和・・・

情報リテラ
シー・・・

情報リテラ
シー・・・



公民科目新設の方向性として考えられる構成③（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

(3)持続可能な社会づくりの主体となるために

⇒個人を起点として、自立、協働の観点から、今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえつつ多様性を尊重し、持続可能な地域、

国家、国際社会づくりに向けた役割を担う主体となることについて探究を行う。

ア 地域の創造 イ 持続可能な社会 ウ 我が国と国際社会

<題材の例> 地域の活性化、安全に配慮したまちづくり、持続可能な社会保障、文化と宗教の多様性、国際平和・・・などについて探究

家族・家庭、消費者等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を育む家庭科、情報リテラシーを扱う情報科、個人の安全指導を行う保健体育科と連携

(2)自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

(1) 「公共」の扉

別紙

別紙

＜留意点＞(1)「「公共」の扉」、(2)「自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために」の学習を踏まえて(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」における課題を探究する学習が行われることに留意し、(1)、(2)に
おいては、(3)で課題を探究する学習が効果的に行われるよう課題意識の醸成に努めることが求められる。



現代社会の課題を捉え、考察するための基準となる概念や理論を、古今東西の知的蓄積を通して習得
する。

立場や文化によって意見の異なる様々な課題について、その背景にある考え方を踏まえてよりよい解
決の在り方を協働的に考察し、公正に判断、合意形成する力を養う。

持続可能な社会づくりの主体となるために、様々な課題の発見・解決に向けた探究を行い、平和で民主
的な国家・社会の形成者として必要な資質・能力を養う。

新選択科目
「政治・経済」

(仮称)

新選択科目

「倫理」(仮称)

公共的な事柄に自ら参画しようとす
る意欲や態度を育み、現代社会に生
きる人間としての在り方生き方につ

いての自覚を一層深める学習を充実

新必履修科目「公共」 (仮称)の構成原理

自立して思索を行うとともに、他者と
共に生きる主体を育む「倫理」

※思想史的知識の習得に終始しないようにする。

国家・社会の形成に、より積極的な役
割を果たす主体を育む「政治・経済」

※制度・仕組みの知識の習得に終始しないようにする。

高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）

※ 現行の選択必履修科目「現代社会」同様に１科目でもって公民科の教科目標を達成することのできる新必履修科目「公共」(仮称)を設置することとなっ
ている。この科目は、「現代社会」における三つの大項目相互の関係や学習内容において共通する点が多く、その発展と捉えることもできることから、
「現代社会」については科目を設置しないことも含め検討する。

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ６ 日
教 育 課 程 部 会
高等学校の地歴・公民科科目の
在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

資料１０



(1)現代に生きる
自己の課題

(2)人間としての
在り方生き方

(3)現代と倫理

ア 人間としての自覚
イ 国際社会に生きる

日本人としての自覚

倫理

現行公民科目

＜科目構成の考え方＞
・新必履修科目を前提に、自己の在り方生き方と他者などとの関わりを判断するための基準となる考え方を活用し、探究を深める科目構造
をとる。

・思想史の断片的な知識の暗記中心から、「倫理的価値の理解」を基にした「考える倫理」に転換する。

ア 現代に生きる
人間としての倫理

イ 現代の諸課題と倫理

⇒現代に生きる人間の倫理的課題について思索を深め、自己の生
き方の確立を図るために探究する。

（課題例）生命、環境、家族、地域社会、情報社会、文化と宗教、
国際平和と人類の福祉、科学・技術、経済社会など

新選択科目(案)

⇒自己の生き方を見つめ直し、自らの悩みや体験を振り返り、「公共
（仮称）」で取り扱った社会との関わりに加えて、自己の課題を他者、
集団、生命や自然などとの関わりを視点として捉え、先哲の基本的
な考え方を手掛かりとして、哲学に関わる対話的手法等も用いて
多面的・多角的に考察し、思索を深める。

（考察の対象）人間存在。愛、正義、幸福などの倫理的な価値

(1) 自己の課題と人間としての在り方生き方

新必履修科目
「公共」(仮称)⑴「公共」の扉

新必履修科目で育ま
れた資質・能力を活用
し、思索を深める科目

⑵ 自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

⑶ 持続可能な社会づくりの主体となるために

新選択科目
「倫理」(仮称)

資質・能力

○現代社会に生き
る人間としての在
り方生き方につい
ての自覚

○様々な課題を捉
え、より深く考察
するための概念
や理論を、古今
東西の幅広い知
的蓄積を通して
習得し思索する力

○課題解決のため
の論理的な思考
力

一部移行

拡充

高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）Ⅰ

(2) 現代の諸課題と倫理 探究



(1)現代の政治

(2)現代の経済

(3)現代社会の諸課題

ア 現代経済の
仕組みと特質

イ 国民経済と国際経済

政治・経済

現行公民科目

＜科目構成の考え方＞
・小・中学校社会で身に付けた社会的事象の見方や考え方を基盤に、新必履修科目で習得した選択・判断の基準となる概念を活用し、現代
日本の政治や経済の諸課題やグローバル社会における日本の役割など、正解が一つに定まらない現実社会の諸課題を協働して探究し、国
家・社会の形成により積極的な役割を果たす主体を育む「政治・経済」に発展させる。

ア 現代日本の
政治や経済の諸課題

イ 国際社会の
政治や経済の諸課題

新選択科目(案)

⇒現代の国際政治・経済に関わる概念や理論、複雑な国際政治・
経済の特質を捉えるとともに、その解決策を探究する。

（課題例）国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割、国際経済
における日本の役割、地球環境と資源・エネルギー問題・・・

(2) グローバル化が進む国際政治・経済

⇒民主政治や法、現代経済を貫いている基本原理を踏まえて、複
雑な現代政治・経済の特質を捉えるとともに、その解決策を探究す
る。

（課題例）望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在
り方、経済活動の在り方と福祉の向上の関連、少子高齢社会と社
会保障・・・

(1) 民主政治の基本原理と現代の経済

新必履修科目
「公共」(仮称)

⑴ 「公共」の扉

新必履修科目で育まれ
た資質・能力を活用し、
社会形成に向かう科目

⑵ 自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために⑵ 自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

⑶ 持続可能な社会づくりの主体となるために⑶ 持続可能な社会づくりの主体となるために

新選択科目
「政治・経済」(仮称)

資質・能力

高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）Ⅱ

ア 民主政治の基本原理と
日本国憲法

イ 現代の国際政治

○グローバル社会にお
いて、国家・社会の形
成により積極的な役
割を果たそうとする意
欲や態度

○社会に見られる複雑
な課題や問題を把握
して、身に付けた判断
基準を根拠に解決策
を構想する力

○構想したことの妥当
性や効果、実現可能
性などを踏まえて議論
し、合意形成に向かう
力

探究

探究探究



社会・地理歴史・公民ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．社会・地理歴史・公民科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・社会・地理歴史・公民科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・特にⅱ）に関わって、どのような思考力・判断力・表現力等（事象を捉える教

科・科目特有の視点や考え方など）を育むかについて 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた社会・地理歴史・公民科において

育成すべき資質・能力及び内容の系統性（例えば、小・中学校における世界に

関する学習の扱い、政治的教養を育むための教育の扱いなど）について 

・高等学校における新設科目等の具体的な内容について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき社会・地理歴史・公民科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき社会・地理歴史・公民科の評価の在り方

について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理

補足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 



 

 

① 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力                      

・社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概念等を活用して
多面的・多角的に考察できる 

   

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多面的・多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味、特色や相互の関
連を考察できる 

 

② 社会に見られる課題や問題を把握し、その解決に向けて構想する力 

 

③ 考察したこと、構想したことを説明する力 

・適切な資料・内容や表現方法を選び、社会的事象についての自分の考えを
効果的に説明できる 

   

・主旨が明確になるように内容構成を考え、社会的事象についての自分の考
えを論理的に説明できる 

・根拠や理由を明確にして、社会的事象についての自分の考えを論理的に説
明できる 

 

④ 考察したこと、構想したことを基に議論する力 

                                                                                                                             

＊参考 学習の見通しを持ち追究の結果を評価する力 

                                                                                                                             

・社会に見られる複雑な課題や問題を把握して、身に付けた判断基準を根拠
に解決に向けて構想できる 

   

・社会に見られる課題や問題を把握して、複数の立場や意見を踏まえて、解
決について選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握して、解決に向けて自分たちにできるこ
とを選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握できる 

・合意形成を視野に入れながら、社会的事象について構想したことを、妥当
性や効果、実現可能性などを指標にして議論できる 

   

・他者の主張を踏まえたり取り入れたりして、社会的事象についての自分の
考えを再構成しながら議論できる 

・他者の意見につなげたり、立場や根拠を明確にしたりして、社会的事象に
ついての自分の考えを主張できる 

・追究の過程や結果を評価し、不十分な点を修正・改善することができ
る 

   

・追究の結果を振り返り、学んだことの成果等を自覚できる 

・学習問題（課題）を把握し、追究の見通しを持つことができる 

社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断力、表現力等の育成のイメージ 

 小 

 

 中 

 

高 

 

 小 

 

 中 

 

 中 

 

高 

 

 小 
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 高 

 

 小 

 

 中 

 

高 

 

高 

 

平成 28 年１月 18 日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
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 小 

 



社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
た
課
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実

身近な物や遊具に興味をもってかかわり、考えたり、試した
りして工夫して遊ぶ。

思考力、表現力の基礎の育成

「社会科等における見方や考え方と思考力、判断力、表現力等」イメージ（たたき台案）

思考力、判断力、表現力等
○社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力
○社会に見られる課題を把握して、それらの解決に向けて構想する力
○考察したことや構想したことを説明する力、議論する力

生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心を持つ。

感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで
表現したり、自由にかいたり、つくったりなど
する。

したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたり
などしたことを自分なりに言葉で表現する。

比較する、分類する、関連付ける
などの思考

伝える、相互交流する、振り返る
などの表現

【小学校社会科】
（第３～６学年）

幼児教育

【小学校生活科】
（第１、２学年）

【高等学校地理歴史科、公民科】

【中学校社会科】
（地理的、歴史的、公民的分野）

・位置や空間的な広がり
・時期や時間の経過
・事象相互、人々の立場相互の関係 に着目して

社会的事象を見出し

・事象を比較・分類したり総合したりして（特色）
・国民（人々の）生活と関連付けて（意味）

社会的事象の見方や考え方
（追究の視点や方法）

社会的事象の見方や考え方の基礎

比較・関連付け・総合

帰納・演繹

社会的事象の地理的な見方や考え方
位置や空間的な広がりとの関わりに着目して

社会的事象を見出し

地域等の枠組みの中で、環境条件や他地域との
結び付き、人間の営みなどと関連付けて

社会的事象の歴史的な見方や考え方
推移や変化などに着目して
社会的事象を見出し

比較して相違や共通性を明確にして
原因と結果を関連付けて

現代社会を捉える見方や考え方
個人と社会との関係に着目して

社会的事象を見出し

現代の社会生活と関連付けて

平成２８年２月８日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
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社会的事象の見方や考え方（追究の視点や方法）の例（たたき台案）
※社会的事象の見方や考え方は、社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連等を考察する際の「追究の視点や方法」である

・社会的事象の特色や意味を多角的に考察する力
・社会に見られる課題について，自分たちにできることを
選択・判断する力

◎社会的事象の見方や考え方の基礎

・位置や空間的な広がり
・時期や時間の経過
・事象相互，立場相互の関係

に着目して社会的事象を見出し
・比較・分類したり総合したりして
・国民（人々の）生活と関連付けて

追
究
の
方
法

・時代の転換の様子や各時代の特色を多面的・多角的に考察する力
・歴史に見られる諸課題について，複数の立場や意見を踏まえて選択・
判断する力

◎社会的事象の歴史的な見方や考え方

・推移や変化などに着目して社会的事象を見出し
・比較して相違や共通性を明確にして
・原因と結果を関連付けて

追
究
の
方
法

・社会的事象の意味や意義を多面的・多角的に考察する力
・現代社会に見られる課題の解決に向けて，複数の立場や意見を踏ま
えて選択・判断する力

◎現代社会を捉える見方や考え方

・個人と社会との関係に着目して社会的事象を見出し
・それらの事象を現代の社会生活と関連付けて

追
究
の
方
法

小

学

校

中
・
地
理
的
分
野

中
・
歴
史
的
分
野

中
・
公
民
的
分
野

○位置や空間的広がりの視点
地理的位置，分布，地形，環境，
気候，範囲，地域，構成，
自然条件，社会的条件

○時期や時間的経過の視点
時代，起源，由来，背景，変化，
発展，継承，維持，向上，計画

○事象相互，立場相互の関係の視点
工夫，努力，願い，
つながり，関わり，協力，連携，
対策・事業，役割，影響

・どのように広がっているのだろう
・なぜこの場所に集まっているのだろう
・なぜ地域よって気候が異なるのだろう

・いつどんな理由で始まったのだろう
・どのように変わってきたのだろう
・なぜ変わらずに続いているのだろう

・どのような工夫や努力があるのだろう
・どのようなつながりがあるのだろう
・なぜ○○と○○の協力が必要なのだろう

・組立工場を中心に部品工場が集まり盛んな地域を形成している
・駅の周囲は交通の結節点なので人が多いため商業施設が集まる
・国土の地理的位置や地形，台風などの自然条件によって気候は異
なる

・祭りは地域の豊作や人々のまとまりへの願いから始まった。
・農作業は機械化により生産効率を向上させてきた
・伝統芸能はが技や道具が多くの人々に継承され今に至っている

・地域の安全は，関係機関の未然防止と緊急対処によって守られ
ている

・食料生産は私たちの食生活を支える役割を果たしている
・政治には国民生活の安定と向上を図る働きがある
・世界の人々と共に生きるには，文化や考え方の違いを認め合い
理解し合うことが大切である

考えられる追究の視点（例） 追究の視点を生かした「問い」の例 社会科における思考力，判断力 する知識，概念の例習得

・今も世界に広まるいくつかの宗教は，数千年前に古代からの文明
地域の都市を中心におこった

・南北朝の争乱や戦国の動乱を経て室町幕府の統一的支配が弱まり，
大名による領国支配と民衆による自治的結合が進んだ

・近世は，江戸幕府等の強大な力を基盤に安定した全国支配体制が
形成され，産業・通商や町人文化が隆盛をみた時代であった

・東アジア各地の国家統一の動きをうけて，中央集権的な法治体制
をめざす律令国家の建設が進められた

・モンゴル襲来のあと御家人の経済的困窮と武家社会における専制
的支配への不満が強まり，鎌倉幕府は倒壊に向かっていった

・私たちのものの見方や考え方，判断，価値観などが文化によって
影響を受けている

・人間は社会的存在であり，よりよい社会生活を営んでいくために
はきまりや取り決めが必要である

・人間の生活の維持・向上を図ることに経済活動の意義がある

・合意の妥当性を判断する際に，無駄を省く「効率」と決定の手続
きや内容についての「公正」が必要である

・財政に関して，少子高齢社会など現代社会の特色を踏まえ，財源
の確保と望ましい配分について対立と合意，効率と公正などの視
点から多面的・多角的に考察・判断することが大切である

・地球環境，資源・エネルギー，貧困などの課題に対しては，経済
的，技術的な協力などが大切である

・それは，どこに位置するだろう
・それは，どのように分布しているだろう

・そこは，どのような場所だろう

・そこでの生活は，まわりの自然環境から
どのような影響を受けているだろう

・そこでの生活は，まわりの自然環境にど
のような影響を与えているだろう

・そこは，それ以外の場所とどのような関
係を持っているだろう

・その地域はどのような特徴があり，それ
はどのように変化してきたのだろう

・いつ（どこで，誰によって）おこったか

・前の時代とどのように変わったか

・どのような時代だったか

・なぜおこった（何のために行われた）か
・どのような影響を及ぼしたか

・どのような影響を受けているのか
・私たちにとってきまりとは何だろうか
・なぜ市場経済という仕組みがあるのか，
どのような機能があるのか

・なぜ議会を通して政治を行うのか

・よりよい決定の仕方とはどのようなもの
か

・社会保障とその財源の確保の問題をどの
ように解決していったらよいか

・民主政治を推進するために何が必要か
・世界平和と人類の福祉の増大のためにど
のようなことができるか

○位置や分布に関わる視点
緯度・経度，方位，距離
領域，等質地域，地方的特殊性

○場所に関わる視点
地形，気候，植生，景観

○人間と自然の相互依存関係に関わる視点
生活様式，衣食住，自然条件

○空間的相互依存作用に関わる視点
機能地域，都市圏，社会条件

○地域に関わる視点
地域性，過疎・過密，先進・発展途上

○年代の基本に関わる視点
時期，年代，時代区分

○諸事象の推移や変化に関わる視点
変化，発展，時代の転換

○諸事象の特色に関わる視点
相違，共通性，時代の特色

○事象相互の関連に関わる視点
原因，背景，ねらい
結果，影響，意味，意義

○現代社会を捉える視点
対立と合意，効率と公正，
影響，意義，働き，機能，関連，
多様性

○社会に見られる課題や問題の解決策を構
想する視点
継承，創造，責任，役割，選択，
配分，向上，整備，保全，保護，

， ， ， ， ， ，権利 義務 発展 維持 保障 推進
形成，国際協調，貢献，熱意，
持続可能

・社会的事象の特色や相互の関連，意味を多面的・多角的に
考察する力

・地域に見られる課題の解決に向けて，複数の立場や意見を
踏まえて選択・判断する力

◎社会的事象の地理的な見方や考え方

・位置や空間的な広がりとの関わりに着目して社会的事象
を見出し

， ，・地域等の枠組みの中で 環境条件や他地域との結び付き
人間の営みなどと関連付けて

追
究
の
方
法

・地球上の地点は，絶対的，相対的に表現できること
（具体例；明石市は大阪市の西にあり，そこの市立天文科学館は日
本標準時子午線上の北緯34度38分，東経135度0分にあります）

・特定の事象は，地球の表面において特定の場所に広がること
（具体例；アマゾン川流域には，広大な熱帯林が広がっています）

・地球上の各地は，多様な特徴を持つこと
（具体例；岡山県の南部は，なだらか平野が広がり，一年を通して
温暖な気候の地域です）

・人々の生活は自然の影響を受けるとともに，それを変化させること
（具体例；平野の乏しい日本では，その傾斜地を段々畑や棚田にす
るなどして利用してきました）

・場所は相互に関係を持ち，影響を及ぼし合うこと
（具体例；東京の周辺では，新鮮な農産物を生産し，都市の住民に
届ける近郊農業が古くから発展してきました）

・空間的な広がりは，固有の性格を持ち，変容すること
（具体例；中国地方の山間部では，人口減少や高齢化の進む過疎化
に悩む地域が広がっています）

資料６の補助資料



社会科における学習プロセスの例（たたき台案）

課題把握 課題解決課題追究

小
学
校

中
学
校

新たな課題

動機付け 方向付け 情報収集 考察・構想 まとめ 振り返り

●学習問題をつか
む

・社会的事象を知る
・気付きや疑問を出し
合う
・学習問題を設定する

●問題解決の見
通しを持つ

・予想を立てる

・学習計画を立てる

●予想や仮説の検
証に向けて調べる

･学校外での観察や調
査などを通して調べる
・様々な種類の資料を
活用して調べる
・他の生徒と情報を交換
する

●社会的事象の意味，特色や相互
の関連を考える
・多角的に考える，話し合う

●社会に見られる課題を把握 して
解決に向けて構想する
・自分たちにできることを選択・判断する

●学習問題を振り
返ってまとめる

・分かったことをまとめる
・考えたことをまとめる

●学習を振り返って
考える
・自分の調べ方や学び
方を振り返る
・学習成果を（学校外の）
他者に伝える
・新たな問い（課題）を見
出したり追究したりする

●学習課題を設
定する

・課題意識を醸成する
・学習課題を設定する

●課題解決の見
通しを持つ

・予想や仮説を立て
る
・調査方法，追究方
法を吟味する

●社会的事象の意味や意義，特色
や相互の関連を考察する
・多面的・多角的に考察する
・話し合う（討論等）

●社会に見られる課題を把握して
解決に向けて構想する
・複数の立場や意見を踏まえて解決に

ついて選択・判断する

●考察したことや構
想したことをまとめ
る

・結論について他の生
徒と話し合う
・学習課題についてレ
ポートなどにまとめる

能
力
等
の
育
成
と
主
な
評
価
場
面

主
な
学
習
過
程
の
例

技
能

思
考
力
・判
断
力
・

表
現
力

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

③考察したことや構想したことを説明する
④考察したことや構想したことを基に議論する

＊社会的事象に対する関心
＊問題（課題）解決の見通し
＊意欲的な追究

＊追究の結果を振り返り，
学んだことの成果等を
自覚

＊学んだことを実社会に
生かそうとする態度

●予想や学習計画
に基づいて調べる

・観察や調査・見学，資
料活用などを通して調
べる
・他の児童と情報を交換
する

●学習を振り返って
考察する
・自分の調べ方や学び
方、結果を振り返る
・学習成果を学校外の
他者に伝える
・新たな問い（課題）を見
出したり追究したりする

■学習過程全体について留意すべき点■
・各プロセスは例示であり，上例に限定されるものではないこと
・学習活動のつながりと学びの広がり（深い学び，対話的な学び，主体的な学び）を意図した，単元の構成の工夫等が望まれること

①社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を考察する
②社会に見られる課題を把握して解決に向けて構想する

知
識
・
理
解

主に事実等に関わる知識の習得

主に概念等に関わる知識の習得

事実や概念等
に関わる知識
の再認識

○情報を集める
・調査活動を通して
・資料活用を通して
・出典等に留意して 等

○情報を読み取る
・情報全体の傾向性を踏まえて
・必要な情報を選んで
・複数の情報を見比べて
・資料の特性に留意して 等

○情報をまとめる
・分類・整理して
・再構成して
・伝達意図を持って 等

社会的事象の見方や考え方
を用いて

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ８ 日
教育課程部会社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ 資 料 ８
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